
 

 

支え合うきよせ委員会（清瀬市生活支援・介護予防サービス提供主体等協議体） 

第１１回 地域資源・ニーズ把握部会（A部会）記録 

 日時 平成３０年２月２１日（水）１５時～1６時 場所 コミュニティプラザひまわ

り会議室 4 

出席者 内田部会長、田中副部会長、阿久津委員、金川委員、名古屋委員、小野委員、田島委員 

生活支援コーディネーター：鍵和田 

事務局：関口課長、田中係長、吉村氏 

欠席者 福嶋委員 

１ 本日の報告事項・議題 

・ 【継続的な取り組み】平成３０年度の意見交換会の開催について 

・ 【継続的な取り組み】支え合いファイル・ノートの今後の活用について 

・ 【新しい取り組み】意見交換会で把握した課題の解決に向けた勉強会の開催について 

・ 【新しい取り組み】高齢者１１０番（仮称）の実現について 

 

２ 【継続的な取り組み】平成３０年度の意見交換会の開催について 

＜決定・確認事項＞ 

・ 目標回数については６回～８回行うことを目標とし、これまで行ってきた意見交換会を継

続するような形で行っていく。 

・ 資料については、これまで活用したものを引き続き活用していく 

 

３ 【継続的な取り組み】支え合いファイル・ノートの今後の活用について 

＜現状と課題＞ 

   支え合いファイルを新たに作成する場合には、人手と手間がかかり、予算が必要となる。二層協議

体の設立や各団体の情報変更など、情報の更新があった際にどのように対応するか検討する必要

がある。 

  ＜意見交換した内容＞ 

・ 市民が情報を獲得することができるよう、支え合いファイルに掲載された情報を電子化し、

DVDやクラウド、清瀬市や社協の HPにリンクを添付するなどして、市民が情報を得るこ

とができる仕組みをつくるべき。クラウドなどを作成すれば、タブレットなどを活用するこ

とで、市民に情報を紹介することができる。 

・ 今回のように 100部まとめて作成するのではなく、その都度、少数単位で作成することが

今後は想定されるため、作成の負担はそれほどかからないのではないか。全ての人がインタ

ーネットを活用している訳ではないため、ファイルなどの予算を確保し、資料を集めること

で新たなファイルを作成してもいいのではないか。 

・ 電子化することで資料を各団体から取り寄せる必要がなくなり、新たなファイルを作成する

際にはスムーズに対応することができるのではないか。 

  ＜決定・確認事項＞ 

・ 情報ファイルの配布を通じて、市内の団体と関わるきっかけができていると生活支援コー

ディネーターから前回の会議で報告があった。一方で、配布先を多くしすぎると、情報更新

があった際に訪問を通じて情報を更新していくことが難しくなることも考えられる。 

・ まずは、情報の電子化が可能かどうか事務局で確認作業を行う。その上で、内田部会長が電

子化のサンプルを作成し、３月のA部会にて示す。 
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  ＜今後の検討課題＞ 

・ 本日の議論を踏まえ、電子化に向けた確認作業やサンプルの作成を行った上で、次回以降の

A部会で引き続き議論を行う。 

 

 

４ 【新しい取り組み】意見交換会で把握した課題の解決に向けた勉強会の開催について 

・ 来年度も意見交換会を継続して開催する中で、どのような勉強会を開催する必要があるか、

課題が浮かび上がってくる可能性がある。テーマ設定については、必ずしも現段階で決める

必要はない。 

・ 個人情報に関する勉強会については、平成３０年度中に取り組むべき項目として、引き続き

検討を行っていく。 

 

５ 【新しい取り組み】高齢者１１０番（仮称）の実現について 

＜意見交換した内容＞ 

・ 支え合いの取り組みの必要性や支え合うきよせ委員会の取り組みがまだまだ知られていな

い。マークがあれば自宅などに掲示することができ、サポーターとなる方々が増えるのでは

ないか。 

・ 高齢者１１０番の取り組みのイメージとしては、支え合いの取り組みの啓発だけではなく、

実際にちょっとした困り事を相談できる拠点であるといいのではないか。 

・ 良い取り組みであっても、高齢者１１０番の仕組みを悪用される心配もある。そうしたリス

クを考え、慎重にならなくてはいけない。 

・ 子供の分野では、「子供 SOS の家」という形で、自宅や自転車などにマークなどをつけて

いる。 

・ 清瀬市高齢者ふれあいネットワーク事業においてシンボルマークを作成し、市内のふれあい

協力機関の店頭などに貼られている。そうしたものを個人宅にも拡げていくイメージを持っ

ている。 

  ＜決定・確認事項＞ 

   平成３０年度中に取り組むべき項目として引き続き検討を行っていく。 

 

６ その他 

・ 部会の年間活動計画について、一年間ではなく半期ごとに目標設定してはどうかと意見あ

り。それぞれの検討項目について、半期ごとの計画立案を行っていく。 

 

 

７ 今後の予定 

(１) 本会開催日程 

・ ５月１０日（木）１３時半～ コミュニティプラザひまわり会議室３ 

 

(２) 部会開催日程 

・ ３月２２日（木）１５時～１７時 情報労連東京福祉センター「友遊」 

 

 

 


